




究の学際的・国際的拠点形成」 の一環として研究を進めている、 『源氏物語』 の古筆切に使用されている紙を対象とした光学顕微鏡使用による非破壊調査で得られた紙質観察結果の第一報を、公開講座 「源氏物語、伝統と未来」 のなかで講演させていただいたものである。　　
実践女子大学文芸資料研究所は二〇〇点余りの 『源氏物語』 古筆切を所蔵している。平安から鎌倉時代に著名な書家
































ている料紙に関する説明をしている。また、装飾料紙 奈良時代・平安時代・鎌倉時代以降という時系列に解説し、 「原紙」 「染め紙」 「から紙」 「そのほか」 （下絵・箔加工・雲母砂子） という料紙の分類ごとに各古筆切の①作品名 （古筆名など） ②筆者 （ 「伝」 は伝称筆者） ③書者内容 （出典など） ④推定書写年代と 「作品概要」 が報告されている。　
本研究ではさらに科学的かつ客観的データを提示するべく、使用機器・倍率・確認部分（古筆切の繊維がどの部分
であるか）を明確にす 。これは再現性を考慮した方法であり、今後の料紙研究において科学的なデータを提示する際には欠かせない条件といえる。　
古筆切を対象とする研究の中で、 『源氏物語』 という平安時代を代表する物語が書かれている資料に限定す という

























意味する。つまり楮、雁皮、三椏の植物繊維は、それぞれ同一の植物において一定の特徴をもつのである。植物繊維が種類ご に独特の特徴を有することを利用することが本研究における料紙観察という方法であり、繊維の特徴をとらえることにより分析結果が得られ 。そして、古筆切が本来同じ古写本であるならば、同じ紙を使用している可能性が非常に高い。つまり、料紙の原料植物を確認することによって 一性の裏付けが可能 なる。　
次に、紙への加工状態を明らかにすることが出来る。古筆では書写目的で紙に加工を加える場合があるが、そのよ

















」 という。また装飾目的で着色している場合は 「染め紙」 といい、染め紙に
おいても （一） 原料から染めている （二） 生紙に刷毛で着色している、など加工の工程に違いがあり、これらはデジタル顕微鏡の高倍率で観察することで肉眼 よる観察では確認できない差異が明確に現れ 。こうした調査観察によって得られるデータを基に本研究では分析を行っている。『源氏物語』古筆切調査の方針　




































































二．料紙自体の観察《観察例》 藤原為家筆 【河内切】 他　
















































①青色に着色されたガンピ繊維の混入②コウゾを主原料として を混ぜた斐楮交ぜ漉きという料紙が確認できた。ガンピのみでつくられた紙、斐紙は仮名書きに最適ではあるが、書籍全体を純雁皮の斐紙で作成するのはやはり高価であったと思われる。コウゾにガンピを加えた料紙が作られたのは コスト的な問題と考えられる。とはいえ、 『源氏物語』 の書写用に特別に用意されたものと思われる。また、 観察した資料のコウゾ繊維は、すべて打ち紙加工が施されている。これは入手しやすい楮紙ではあって 、手間と時間をかけて準備された料紙であることが分かる。　
料紙観察から、河内本他の藤原為家筆とされる料紙では、全く同質の紙が用いられていることが早々に判明した。








『源氏物語』 「玉鬘」 より 【末摘花所有の草子】
よろづの草子・うた枕、よう案内知り、見つ して、その中の言葉を取り出づるに、詠みつきたる筋こそ、つよく変らざるべけれ。常陸の親王の書きおき給へりける、紙屋紙の草子をこそ、 「見よ」 とて、おこせ給へりしか。和歌の髄脳、いと所せく、病、さるべき心多かりしかば、もとより、おくれたる方の、いとゞ、中々、動きすべくも見えざりしに、むつかし て かへして 。しか、よく案内知り給へる人の口つきにては、目なれてこそあれ
（７）
。
『源氏物語』 「梅枝」 より 【光源氏が書いた草子】





『源氏物語』 「鈴虫」 より 【女三宮の持仏開眼供養】
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（特集━二）　『源氏物語』古筆切の料紙観察


















け手の上下関係が反映されるものであり、紙質はその関係性に対応していた。源氏物語において身分に見合った紙を表現する場面で紙屋紙が登場す ことは歴史的事実として当然であり、その 『源氏物語』 を書写した古筆切はその文化の流れの中にあると考えるのが順当であろう。まとめ　
以上のように、 古筆切の料紙観察は古筆研究のみならず製紙技術史においても新たな知見が得られる可能性がある。
文学作品は実用的な古文書とは異なり、その作品が描いている世界観にふさわしい文字で、ふさわしい料紙に書写され、同様に書物全体 しても品格をそ えた装訂が施されている。 『源氏物語』 古筆切は、現在の姿がたった一枚の紙片だとしても、切り取られる以前の姿 紙質自体に伝えており、高精細デジタル顕微鏡によって映し出 れるミクロの画像には文字表現だけでなく、 「紙そ ものが語る時代の姿」 が浮かび上がってくる。　
今後はさまざまな装飾や加工が施された料紙 判別や、手鑑に貼り付けられて裏側を観察することができ い古筆
切など、難しい調査が予想される。また新たなる調査結果を続報とし 報告したい注（
1）	 日比野浩信 『はじめての古筆切』
　
一六頁
　
和泉書院
　
二〇一九年
（
2）	 紙に関する記述がある先行研究は以下の通り
　
・小松茂美 『古筆』
　
三〇九～三五五頁
　
講談社
　
一九七二年
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（特集━二）　『源氏物語』古筆切の料紙観察
　
・藤井隆・田中登 『続
　
国文学古筆切入門』
　
一三～一六頁
　
和泉書院
　
一九八九年
　
・日比野浩信 『はじめての古筆切』
　
四九～五八頁
　
和泉書院
　
二〇一九年
（
3）	 大東文化大学人文科学研究所発行
　
二〇一八年
（
4）	 高城弘一・野中直之編著 『装飾料紙の研究』
　
一六～一九頁
　
大東文化大学人文科学研究所発行
　
二〇一八年
（
5）	 増田芳雄 『植物の細胞壁』
　
四頁
　
東京大学出版会
　
一九八六年
　
（
6）	 『源氏物語
　
二』 日本古典文学大系一五
　
一四一頁
　
岩波書店
　
昭和三四年
（
7）	 『源氏物語
　
二』 日本古典文学大系一五
　
三七三頁
　
岩波書店
　
昭和三四年
（
8）	 『源氏物語
　
三』 日本古典文学大系一六
　
一七三頁
　
岩波書店
　
昭和三六年
（
9）	 『源氏物語
　
四』 日本古典文学大系一七
　
七八頁
　
岩波書店
　
昭和三七年
（
10）	 ローター・ミューラー
　
三谷武司訳 『メディアとしての紙の文化史』
　
一二三～一二四頁
　
東洋書林
　
二〇一三年
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特集－ 2：源氏物語古筆切料紙
【画像一】顕昭（極め札：朝倉茂入）の古筆切
【画像二】顕昭「けにこの」
　
五〇〇倍
　
撮影：白戸満喜子
― 10 ―
【画像三】顕昭（極め札：田中登）の古筆切
【画像四】顕昭「れをもて」
　
二〇〇倍
　
撮影：白戸満喜子
― 11 ―
【画像五】伏見院（極め札：琴山）の古筆
【画像六】伏見院
　
五〇〇倍
　
撮影：白戸満喜子
― 12 ―
【画像七】後伏見院（極め札：牛庵）の古筆
【画像八】後伏見院
　
五〇〇倍
　
撮影：白戸満喜子
― 13 ―
【画像九】藤原為家（極め札：奥西宗圓）の古筆切【画像十】藤原為家「ゆるされ」
　
二〇〇倍
　
撮影：江南和幸
【画像十一】藤原為家「ゆるされ」
　
二〇〇倍
　
撮影：江南和幸
― 14 ―
【画像十二】藤原為家（極なし）の古筆切
【画像十三】藤原為家「かく心に」
　
二〇〇倍
　
撮影：江南和幸
― 15 ―
【画像十五】藤原為家（極なし）の古筆切
【画像十六】藤原為家「おぼししらる」
　
五〇〇倍
　
撮影：白戸満喜子
